
このたびはMagiveil コーティングをお選びいただきありがとうございます。コーティング性能を長く維持するためには、正しいメ
ンテナンスが重要です。本マニュアルでは、日常的なメンテナンスについてご説明します。

MagiVeil コーティングの特徴やメンテナンスの方法は、 下記 QRコードの情報もご参照ください。

マジベルの特徴
/ Q&A

ヘルメットの
メンテナンス ( 動画 )

ホイールの
メンテナンス ( 動画 )

粘着物貼付時の
表面処理方法 ( 動画 )

インカムベースや
ステッカーなどを
貼りたい場合に。

【普段のメンテナンス】
■必要なもの
　・水　　　　
　・柔らかいマイクロファイバークロス ( 水洗い用、乾拭き用 )

■手順
　1.　水で全体を流す。砂や埃を流水で落とすことで擦り傷を防ぎます ( ここで汚れが残っていたら 2へ。汚れが落ちたら 3へ )
　2.　水をたっぷりと含ませたクロスでなでるように優しく拭く
　3.　乾いたクロスで力を入れず優しく拭き取り、水分を完全に除去する

【強固な汚れがある場合のメンテナンス】
■必要なもの
　・中性洗剤
　・水
　・柔らかいマイクロファイバークロス ( 洗剤液用、水洗い用、乾拭き用 )

■手順
　1.　中性洗剤を水で薄める （一般的な濃度の洗剤の場合：1L の水に 1.5ml（小さじ 1/3）程度の濃度）
　2.　クロスに洗剤液をたっぷり含ませ、軽く拭く。ゴシゴシこすらず、汚れを浮かせるイメージ
　3.　洗剤をしっかりと洗い流す
　4.　乾いたクロスで優しく拭き取り、水分を完全に除去する

※中性洗剤でも落ちない汚れは、パーツクリーナーをご使用ください ( パーツクリーナーが施工面以外につかないように注意 )

【注意 !! やってはいけないこと】
研磨剤、コンパウンド入の洗剤、メラミンスポンジ
コーティング層を削る原因になり、表面の光沢や防汚滑水効果が減退する原因になります。
強くこする　
摩擦で撥水・滑水性能が低下します。
汚れたままにする
汚れが固着して落ちにくくなります。早めに洗い流してください。
施工面に硬いものを当てる・施工面を下にして硬いところに置く
コーディングが傷つく原因になります。

【メンテナンスの基本】
・基本は水洗いのみで問題ありません　　　・汚れが落ちない場合のみ中性洗剤を使用
・強くこすらない・研磨剤を使わない　　　・長期保管する場合は、清潔な柔らかい袋に入れる

メンテナンスマニュアル
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